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PHS加入者の推移
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免許申請に当っての当社の基本的スタンス

１．免許交付を受け、確実に技術開発・事業化を行った実績

２．積極的にオープン化を進め、新しいマーケットを創生した実績

３．公益性の高い国家的な課題に積極的に貢献してきた実績

この「実行力」を活かし、２．５GHz帯ワイヤレスブロードバンドでも
確実な事業化を行い、日本の通信の発展に全面的に寄与したい。
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◆技術開発と事業化の実績

○日本発（ALL JAPAN）のＰＨＳ技術を独自のＲ＆Ｄにより進化

－３２ｋｂｐｓを800kbpsまで高速化
－世界屈指のマイクロセルNW構築
－スマートアンテナ技術
－無線パケット導入、バックボーンIP化

○事業を確実に推進するための資金調達も実施

－資本独立に当っては約1800億円のLBOローンを自社で実施
－社債発行・リファイナンスなども実施

○他社がPHS事業を縮小・撤退させる中で、再成長を実現
－2006年度下期以降は黒字経営
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◆オープン化の推進と新しいマーケットを創生

○完全定額サービス（音声/データ通信）
○ＭＶＮＯ
○超小型モジュール（W-SIM）
○スマートフォン

○日本発の技術の国際普及と技術協力（世界で１億加入超）

○国内のディジタルディバイドの解消（山形県、岩手県など）

○医療分野のＩCT化（HOSPnet、3,500以上の医療機関への導入）

○教育分野のＩCT化（アカデミックパックなど）

◆公益性の高い国家的課題にも貢献
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当社のこれまでの実績と免許申請の理由

・上記実績を踏まえて、更なるユーザーや社会の要請に応える為
にも、ブロードバンド化が不可欠であり早急に新しい高速無線通信
技術の投入と新しい周波数帯域が必要と考えています。

・また、PHSの次世代化への道が閉ざされる事は、即ちこれまで築き
上げてきた国際普及や国内での公益的利用での発展の道も閉ざさ
れることと同義と考えています。

・今回、2.5GHz帯取得のチャンスを与えられたことに対し、
非常に感謝しており、もし免許が頂ければ、これまでの実績を更に
発展拡大し、日本の通信・ICTの発展に寄与したい。

◆免許申請の理由
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マイクロセルNWと当社の独自性のあるサービス

■世界最高の超高密度16万マイクロセルをベースに
独自性あるサービスを実現
（音声＆データ定額、低電磁波、超小型無線モジュールなど）

ウィルコムサービスの特長：マイクロセル方式でネットワークを構築

多数の基地局でユーザを分散することで
1ユーザ当りの利用量/速度を最大化

低消費電力で通信が可能

音声定額 データ定額 低電磁波 Ｗ－ＳＩＭ

業界初 業界初 業界唯一 業界唯一
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ウィルコムのオープンなビジネス展開 実現例（MVNO）

オープンなビジネス展開により各パートナーと様々な協業形態を既に実現している

日本通信様 J：COM様

パートナーによる自由仕様事業者仕様

ウィルコムネットワーク

メール

端末

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

通信料金

メール

端末

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

通信料金

バンダイ様

メール

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

通信料金

W-SIM

内藤証券様

メール

ジャケット

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

通信料金

W-SIM

メール
（末提供）

ジャケット

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

通信料金

W-SIM

日産自動車様

ジャケット

次世代PHSでも更にオープンな展開を行い市場の活性化を図る

ウィルコム

メール

端末

ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

通信料金
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更に広がるSIM Style の世界

Ｗ－ＳＩＭ
玩具ﾀｲﾌﾟ

ﾃﾚﾒﾀﾘﾝｸﾞ（計測機器）

乗り物

腕時計

幼児、老人用

情報機器 家電

音声電話機ﾀｲﾌﾟ
ﾃﾞｰﾀ通信用 パソコンﾀｲﾌﾟ パソコン周辺機器ﾀｲﾌﾟ

医療機器

(c)2002-2005 www.arttodayjapan.comの画像を使用しています

次世代PHSでもＷ-ＳＩＭを導入し、新たなユビキタスマーケットを構築
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当社が目指す次世代PHSのサービスイメージ

リッチコンテンツ化
/セキュア化
（ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄなど）

モバイル
マーケット
の更なる拡大

次世代W-SIM

+MVNO

新規マーケット
の創出

スマートフォン

ノートPC

デスクトップPC

更なるオープン化
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次世代PHSプロダクトイメージ

次世代PHS対応
W-SIM

次世代PHS対応
スマートフォン

次世代PHS対応
データカード

次世代PHS対応
防水電子ブック
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次世代PHS 事業計画の概要

サービス開始

エリア展開

次世代PHS
加入者数
（2015年度末）

想定ARPU

設備投資額

2009年10月

2011年度末：56.6％

約390万加入

4,000円以下

約1,400億円（2013年度末までの累計）
約2,000億円（2015年度末までの累計）

2012年度末：90.6％

申請計画

※試験サービスは2009年4月開始予定

2013年度末：93.6％



12Copyright 2007 WILLCOM,Inc.

ADSL, FTTH, BWA
~10GB

/月/加入者

携帯電話
(音声端末)
携帯電話
(音声端末) ブロードバンドブロードバンド

PHS
512kbps

~1GB
PHS
256kbps

0.5GB

10MB~
5kbps x 2.5h

+data

ブロードバンドの所要帯域は莫大

容量が
1000倍に



13Copyright 2007 WILLCOM,Inc.

真のBWAにはマイクロセルが必須

1

10

100

1,000

10,000

0.10.20.30.40.50.60.70.80.9

1 セル半径 (km)

容
量マイクロセル

マクロセル

WILLCOMは
ここまで実現済み

マイクロセルは容量を劇的に改善

セル半径と容量の相関関係

超マイクロセル
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次世代PHSの特長：現行ＰＨＳの設置場所/設置体制を活用

基地局設置実績：2006年度で12,800件
→過去に年間で最大4万件実施した実績あり（1997年度）

(C) INCREMENT P Corp.
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次世代PHSの開発状況WILLCOMの4G技術

標準PHS
•TDD (フレーム同期)
•マイクロセル
•自律分散

WILLCOMの
４G技術

•スマートアンテナ（98～）
•マルチリンク（01～）
•空間多重（00～）

新技術 •OFDMA
•MIMO

Ｐ
Ｈ
Ｓ

次
世
代

現
行
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
実
現
済
み
）

多くの４G技術がWILLCOM網で実現済
弊社には多くのノウハウが存在
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自律分散によるマイクロセルの実現

マイクロセルを実現するためには自由な基地局配置ができる自律分散方式が有利となる。

マイクロセル化

実際の物理的
配置は困難

現実的な配置

自律分散方式の場合携帯電話の場合

現行ＰＨＳの基地局の
場所が利用できる
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自律分散方式の周波数利用

各セルはすべての周波数の利用が可能。
周辺のセルの周波数利用状況を検知し、
最適な周波数をその都度選択する。

セルをオーバラップして設置することが可能

あらかじめ周波数配置を定め、各セル
が混信しないよう管理。

セル配置を厳密に設計する必要がある。

自律分散型のマイクロセルマクロセル

自律分散型の次世代PHSは、帯域幅が20MHzでも30MHzでも対応可能
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混雑ｴﾘｱﾙｰﾗﾙｴﾘｱ

0.1M

1M

10M

(bps)

PHS

マクロセル

(Traffic)

マイクロセルベースの次世代PHSこそ真のBWA

マイクロセルによるBWA

800kbps

20Mbps~

MIMOにより更に
２倍以上に高速化

理論速度
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現行ＰＨＳから次世代ＰＨＳへのマイグレーション

現行ＰＨＳの設置場所とバックボーンを活用

メタル回線

光回線

光回線

ウィルコムＩＰ網

ウィルコムＩＰ網

ウィルコムＩＰ網

現在

２００８年１月～
順次光回線に切替

２００９年４月～
シングル次世代基地
局を同じ場所に設置

２０１２年４月～
デュアル次世代基地
局に置き換え
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無線装置

無線装置

無線装置

無線装置

現行ＰＨＳの基地局

（約20kg～）
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シングル次世代基地局の設置形態

建柱設置の場合

シングル次世代基地局

現行基地局

光回線

シングル次世代基地局は現行基地局と並存して設置

アンテナは共用

光回線

共用器
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次世代PHSに関する技術開発の進展

→次世代PHS基地局

→次世代PHSアンテナ
ソフトウェア技術

→次世代PHS基地局向け
プラットフォーム技術

各社の次世代PHS関連技術の開発も順調に進展

ＰＨＳ ＭｏＵ 次世代PHS
Sub WGメンバー
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お客様のニーズに基づいたエリアを次世代ＰＨＳでも展開お客様のニーズに基づいたエリアを次世代ＰＨＳでも展開

周辺部エリア（面積63％）

都市部エリア（面積37%）

出張、レジャー、移動、、、、

東京

大阪

名古屋

県庁所在地
及びその近隣

ポイント１：トラヒックニーズへの対応 ポイント２：エリア要望への対応

お客様の要望に応じた周辺エリアの
連続的なカバー

（デジタルディバイドの解消も視野）

トラヒック ８０％

トラヒックニーズの高い都市部エリアを
効率的にカバー

トラヒック ２０％

東京

モバイルデータ通信ユーザのトラヒック実績を活用したエリア設計
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順次次世代
エリア拡大

次世代PHSサービス展開イメージについて

次世代PHSと既存PHSのデュアル端末で展開

既存PHS
エリア

次世代次世代PHSPHS開始当初から全国エリアでの利用をサポート開始当初から全国エリアでの利用をサポート

次世代PHSエリア外でも
既存PHSエリアで広くカバー

次世代PHSエリアでは
高速通信が可能

×

基地局展開により高速通信エリアが拡大

次世代PHSにおいても、定額・低額かつワイドエリアのサービスを提供

次世代PHS
エリア
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WILLCOM は、真のBWAを実現します

True
Wireless 

Broadband

True
Wireless 

Broadband




